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	第 11号
	令和８年10月１日

	地域に密着した医療を提供し、安心して暮らせるまちづくりに貢献します！
	地域の皆様に寄り添う医療を目指して
	総師長  古川 裕恵
	　朝晩の涼しさに、秋の気配を感じる季節となりました。日頃より、高原病院の医療・看護に温かいご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。
	　私たち高原病院では、患者様お一人おひとりの病気や治療だけでなく、これまで歩んでこられた人生や大事にされてきた暮らし、ご家族とのつながりや思いを大切にし、「これからをどのように暮らしていくのか」、「どのようにその人らしく生きていくのか」を患者様やご家族と一緒に考え、その思いに寄り添いながら支えていく医療を心がけています。退院後の生活まで見据えた支援を行うためには、地域とのつながりが欠かせません。院内の多職種をはじめ、地域の医療・介護・福祉に携わる皆さまとの連携を深め、退院後も安心して生活を続けていただけるよう、切れ目のない支援につなげてまいります。
	　職員一人ひとりが日々の研修や学びを重ね、それぞれの専門性を高めながら、地域の皆さまに信頼される医療を提供できるよう努めてまいります。困ったときに気軽に相談していただける、地域の皆さまにとって身近で安心できる高原病院であり続けたいと考えています。季節の変わり目は、体調を崩しやすい時期でもあります。どうぞご自愛いただき、実り豊かな秋をお迎えください。今後とも高原病院をよろしくお願い申し上げます。
	皮膚科外来新設
	令和8年７月より皮膚科外来を新設しました。

	地域連携室のご案内
	当院の地域連携室のご紹介

	外来診療の変更
	皮膚科新設に伴う外来診療体制変更のお知らせ



	令和8年

	より

	皮膚科
	新設
	県立宮崎病院、
	久留米大学病院の
	全面サポートにより
	実現しました！！
	地域に寄り添い、
	健やかな毎日を
	サポートします！
	こんなお悩みに対応します！
	県立宮崎病院派遣医師

	毎月第２木曜日
	午後の診療のみ
	13:０0 〜 15:00
	受 付 時 間
	久留米大学派遣医師

	毎月第３月曜日
	１日診療
	8:00 〜 11:30
	13:30 〜 16:00
	受 付 時 間
	お気軽に
	ご相談ください

	あなたのそばに、いつでも安心を

	地域連携室
	地域の皆様の安心した暮らしを支えます
	　高原病院の地域連携室では、医療・介護・生活に関するさまざまなご相談をお受けしています。
	　患者様やご家族の思いを大切にし、ケアマネジャーや介護施設など、地域の関係機関と連携して、一緒に考え、支援します。
	　「どこに相談したらいいかわからない」そんなときも大丈夫です。
	地域の皆様が住み慣れた場所で安心して暮らせるよう、「医療・介護・暮らしをつなぐ窓口」として、皆様に寄り添います。

	こんな時は、地域連携室にご相談ください
	医療費や
	色んな制度について知りたい
	退院後の生活が
	心配なとき
	誰かに話したい…そんな気持ちをお聞きします
	介護や福祉の
	サービスを
	利用したい
	一時的に
	休息したいとき
	（レスパイト入院）
	当院の地域連携室の役割
	地域連携室
	医療・介護・暮らしをつなぐ窓口


	レスパイト入院のご案内
	現在も多くのご家族にご利用いただいております！

	ご家族だけで抱え込まず、まずはどんなことでもお気軽にご相談ください。
	0984-42-1022
	ご相談・お問い合わせ


	外来診療体制変更のお知らせ
	地域の皆様の健康を守り、安全で安心な医療を提供します
	注意事項
	※　診療体制は、現時点での予定になります。
	※　救急の患者様は、この限りではありません。
	（事前にお電話いただけるとスムーズに対応できます。）
	※　ホームページをご覧になられる方は、右のQRコードをご利用ください。

	高原病院
	0984-42-1022


